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健康な日々を過ごすには、健康づくりで病気を予防するだけでなく 

早期発見・早期治療が大切です。 

あなたは会社の健診だけで安心していませんか？ 

いま具合が悪くなくても、健保組合が費用負担いたしますので 

この機会にぜひ婦人科検診を受けてみませんか！※ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

※婦人科検診（乳ガン、子宮ガン）は、３５才、４０才以上の被保険者の 

皆さんが対象となります。 

個人が希望する医療機関で受診し、別紙婦人科検診料交付申請書に領収書 

の正(乳がん・子宮がん検診とわかるもの)を添付のうえ、健康保険組合へ 

２０２６年２月末日までに申請してください。組合負担額は２万円限度。 

なお、健康保険を使った場合は対象外となります。 

〈参考〉昨年度の利用率 47.8％ 

婦人科検診では 

子宮内膜症、 

子宮筋腫、 

乳腺症、 

線維腺腫など 

が見つかること

もあります 


